
























































全部井川さんに言っていただい ので、私が話すことはないのですけれども、今日お話させていただいたとおり、割と臨床宗教師は人 生き死にの場面という所に深く関わるわけですけれども、それはもともと発足し時の理念も、当然そういったところから来ていますから当たり前といえば当たり前なのですが、やはり人間が生きていく中での悩みや苦しみと ったものはなにも生き死にの場面だけ はございません 、それぞれのライフステージの にどうしようもないのだけれど、 んとかして生きていきた のだと う そういうふうに思って関わっている人たちがいっぱいいるわけですね。例えば、臨床宗教師が活動している現場でいえば 私のフィールドは東京都内な で割と人口過密地域 のですけれども そういった ころでも古 団地などでも一人で孤独に生きている老人の方が沢山いら しゃるのですね。 ろいろなところでは独居老人などという名前をつけているようですけれども、私はそう うこ ばは好きで いのですが、たまたま 境遇でお一人になられて、一生懸命 けど、孤独であるという方々 どは沢山 らっ ゃる ですが、そう った方々の自治組織と一緒にな 、団地 中で宗教者とい か、お坊さんとか 神主さんとか 神父さんが一緒になってカフェやるからどうぞ出ておいでなさいよというふ に言 て、なかにお誘いしてみん ワイワイお話したり、何かイベント事があれば、夏ならお盆とか お正月とか、１２月 らクリスマスだとかいって、少 みんなでお茶飲んだりということなどもやっています。また、医療と うも をある程度終 れて、それ あとは残りの余生を 分 しく過ごしたいと う方がご入所されるホスピスと 所があ ますけれども う
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ありがとうございました。井川さんにもう一つですが、四十代の男性の、昨日死ぬと言っていたのに生きたいと思ったとい ことばはとても心に響きましたというご感想の後で、この方との語りというのをもう少し詳しくお話していただけたらありがたいですというコメントなのですが 何かもう少しござ ますか。
井川
　
個人情報の都合がありまして、あまり詳細に語るこ はできないのですけれども、すごく大事なところは、きょうの講演で話させていただいたところです。当初、担当の看護師さんが私に繋がれたのは、やはり自分たちにどこまで本音を くれて るのかわからないという思いがあったそう 。そ はや り性別の違いなど恥ずかしくて話せない事 あるかもしれないし、ある は医療者は医療者としての関わり があるけれども、傾聴する専門者の方 入ることでま 別の関わりが きるの は か、ということで繋いでいただいたのですね。当然この方もいきなり話され わけではなくて、や り様子を見 ら関わってくださったわけです。もちろん具体的に話された内容も重要だったん す 、その人がど して私に いう話をしてくださったのか、あとで看護師さんが聞 たそうです。それ 、どうし かというと、一時間位ずっとお話し たんです 私が僧侶だということもあってずっ 正座をしていたのですね。本当は段差の所に座って足がしびれてパンパンだったん すけ ど 、ただその姿勢が本当に嬉し ったと言ったそうです。身寄りもなく社会との関係が絶たれつつあ 中で、そうやっ 自分と真正面から向か 合ってくれる、正座でずっと話を聞いてくれる、そんな若い人がいるということにすごく勇気を覚えたと言ったそうです。自分の死を思うより前に、本当はやはり社会とのつながりがない うこ が 人 大きな痛み な ていのではないかと感じています。それが、また違う形に展開し く うような が、そういうつ がりの中で起こっていた。なんでもないような話なんですけれども、こ いう人と向かい合う姿勢 あったり
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か、全人的というのですけれども、本当に人と人との裸の関わりの中で、つい一言、 「生きたい」という思いが湧き上がってきたりする。対話の中で、起こりうる不思議について、あの方から教えていただい ような気がします。それから、 こんなことも言っていたそ です。 「自分が亡くなった この人拝んでくれるか 」って。そういうふうにいっていただけるのは宗教者としては本望なんですよね。菩提寺だからしかたなく頼みましたみたいな話がある中で、こ 人だったら拝んでほ いなと言ってもらった 何かこっちがいろいろなことを教えていただいた気がします。宗教者としてのあり方 ついて、何かこうバトンパスを受けたような、そんな気持ちで、あの方の思いを味わ ながら、今日、皆様にお伝えさせていただきました。ありがとうございました。
司会
　
ありがとうございました。池内先生にご質問ですが、医師と神主と臨床宗教師と、三役をやっていられて、バランスはどう取って らっしゃるのです と うご質問で 。
池内
　
ご質問どうもありがとうござい す 正直当初はバランスは取れませんでした。私が神主 医師を両方始めた当初はそれこそ悲惨なもので、自分でもすごく苦しんだのですけれども、医者の時に言っていること 、神主の時に喋っていて言っていることがまるきり違うというこ あり し 。同じようなことを聞かれても答えが違うというようなことがありました。例えば、すごくお年のおば ちゃまが、私はいい歳だから入院 どはしたくないのだとい とをすごく悩まれて、私の外来で相談されたことがあっ のですけれども 私は の時医者として会っていましたから、 「おばあちゃんそんな事言わな で、ご家族のみんなも応援してくれるのだから頑張ろうよ。入院し 少しで 良くなったらみ な 幸せだし じゃな 。頑張って入院 よう。 」
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ご質問ありがとうございます。私自身が今日お話した以外では ぐに浮かんで来ませんが、たぶん多くの被災地に行っていた専門業者たち 本来であ ばやらないような行動をして たと思います。私達もご遺族と接するという勉強はしていませんでしたの もしかしたらご遺族から話 かけられ 時に「すみません、私はそういう立場ではない で、警察 人に聞いてください。 」といった答えがマニュアル的には正しかったかも知れな です。 も、そこ いたすべての人達が自分に何かできること、最低限でも何か一つでもやれることをというよ な思いがすごく強かった印象があります。多分私が知らな ところでも行政・警察、そして自衛官、いろいろな方々がその場その場で、ＴＰＯに即した形 被災者の方々 接 っしゃったのではない と思って ま
司会
　
ありがとうございます。こ はちょっとどういう、 解剖的な話かな。被災地の遺体安置所で、 お口を拝見して、所見後にこういったお口を閉ざ こ ができたのでしょ かと うようなご質問 。
勝村
　





ありがとうございました。木村先生に質問を戻します。まだちょっと時間がありそうですので。 「共成」ということばですが、詳しくもう少し説明してほしいということですので、葬儀とは亡くなった方に戒を授けるのが一つの意味ではあるので、生きているものと同じように対するというこ 、これも共成 しょうかという質問です。
木村
　
ご質問ありがと ございま 。実はこの「共成」というこ ばは、おそらく私が創ったといえるのではないかと思うのですが、も 十数年前から使いだ ました。日本語 熟語としては共生（ もいき）を起源 る共生（きょうせ ）も悪くはな の すけれども に生きている いう事実をしっかりと捉える、仏教的に言えば縁起的な存在として共に在るということを知る う うあり方を自覚するという は、もちろんとても大事で基本 ことです。けれども、も 一歩踏み込んで、それを具体的な行動へ 展開させるべきではないのかという思いが私にはありました。さきほどちょっと申 上げましたが、仏教の思想には社会性の面がやや薄い、社会的な問題についての認識もやや弱いです。特に現代のよ 文明が発展し、社会が工業化・情報化すればするほど、社会性の要素が希薄な思想は、訴える力を失っ きます。また、文明 は、利己的な生き方をよしと 方向に収斂してきます。そういう中で、社会の現実をしっか 認識し 縁起の真実性を信じる者同士が社会をよりよく変え いくために、連帯し 協働す 。いい方向に行くように共
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に力を合わせて努めていく。そういうあり方を志向するのが共成なのです。この「共成」については、詳しくは別の論文（ 『南都仏教』第百号収録予定）でまとめていますので、刊行されたらご参照いただければ幸ですが、日本語的な読み方としては、共に成すことと、共に成 ことという 二つの意味を兼ねさせています。同じあるべき存在と成っていくという それが最終的な目標になるのですけれども、そういうものを目指して共に生き、共 成していくと うことです。別に、葬儀のこと ついてご質問が出ておりましたが、広くいえばこの共成は、私達の意識の問題 しては、亡くなった方の思いや願 もしっかりと受け止める。また、これから生まれてくるであろうもの、そういう人々が懐くであろう思いも正しく推測し、共成の 動に組み込む。つまり、こ と二十年、三十年後に生まれ くる人間がどう だろう、かれらのためにはど したらいいのだろうかということも視野に入れる。そう タテのつ がり 認識と行動を心が る。さらには、人間だけを独立的に捉えるの はなく、ヨコのつながりも忘れな 。私はかつて、 「仏教者は、人間主義（ヒューマニズム）ではなく、衆生主義（サットヴィズム）に立つべきだ」など 論じたことがありますが、要するに生きとし生けるものすべてが遺伝子的には同種であり、生態系にお てもつながってい だから、いわば仲間同士としての連帯性を踏 えた き方を基本に置くべき ので ないかと思 のです。タテとヨコ、両面を考慮しつつ、 「共成」 提唱し い わけです。
司会
　











ご質問いただきましてありがとうございます。真言宗と聞こえてドキッとした ですけれども（笑） 、予感があたったような気がしております。浪江町のご出身で、い こちらにお住いであると。実家のお墓参りとかができていないということを 聞きしまして、後期高齢者であると うよう お話もありましたが、歳を重ねられるにつれて、故郷に対する思 というものは、誰しもが強く持 れるものだな 思って、胸が暑くなるような思いを感じ おりました。その中 、私などがアドバイスで ることは無 のですけれども、真言宗つながりでご質問を頂いたということで 真言宗の側面から少しお話をさ ていただけたらと思い す。パソコンで毎朝般若心経 かけて ただい いると うこ でしたね まず パソコンで般若心経をかけら
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ども、彼女と合流いたしまして、確かに発災三日後に 岩手県宮古の体育館に りました。止めどな とうような表現で良いのでしょうか、ご遺体がどんどん搬入されてきます。その光景をみた私は、素直に申し上げますと「もう帰れない」と思いまし 。一体、何万人の人が、いや何十万人 人が犠牲になっ るのだろうか。そういう情報がまだわかりませんからどうにか部下だけは帰さなくてはいけ と考え、非常に悩んでいたのをはっきりと覚えております。結局一週間後 、東京 戻る警視庁機動隊のバスに便乗 て、全員が帰ることができたわけ すが、私がその夜から、東日本大震災について考えたこと こ はまだ問題として解決しており せんけれども、大規模災害とはこう うものなんだと捉えたこと 今日のシンポジストの先生方にそのまま解説して ただいたと思い つまり、大規模災害 は、人の生活や人生において、一番大事な人、それらは、父・母・妻・夫・子ども・孫・愛する人・仲 良い友人、そし 一番大事なもの、家などは最たるもの、いただいたプレゼント、それこそ位牌や、或は墓所、こう うものが一つではなくて
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全部、瞬きするかのような極めて短時間の内に失われてしまうです。そういう容赦のないことなのだと。池内先生のお話にありましたけれども、やはり悲しみの準備ができていないのですね。そ 悲しみの準備ができていない方々に、いきなりとんでもない重さの が襲いかかり、それを押し付けてくるわけです。もしあの場に臨床宗教師と う方がいらっしゃれば、その負担の仕方は何か違ったのではないのかなというふうにも思い、大変に微力ではある ですけれども、本学 臨床宗教師育成事業に関与させて ただいて る、そういった契機に ったのでござい す。
　　　　
本日は、木村先生、基調講演におかれましては大変に難しい言葉を、わかりやすくご解説いただきまして勉
強になりました。また三人のシンポジストの先生方も、なるほど すが専門 活動例の中で得 ご経験、ご見識をあますことなく披露いただきまして 大変あ がたく存じます。また前田先生にお れましては、司会の労をとっていただきましてありがとうございます。また会場にいらっしゃる皆様におかれ しても、週末の梅雨の合間の晴天の好日にも関わらず、本学 足を運ん いただきまして改めて御礼申し上げる次第でございます。それではこのシンポジウムを閉じさせていただきたいと思います。皆様、お疲れ様でございました。
